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○ 短期間、幼植物を特別な環境で育てることで、耐湿性に優れた優良な育種母本や品種を探します。

○ 研究概要
近年、頻発するゲリラ豪雨や長雨で、農作物が「湿害」に遭う
事例が我が国で激増しています。一般的に湿害は、作物収量や
商品価値を著しく損なわせ（右写真参照）、特に耐湿性の弱い
品目を水はけの悪い畑で栽培するとその被害は甚大となります。
本研究では簡易な栽培装置を用いて、短期間で作物の耐湿性
サーベイが可能な手法を考案しました。

○ 研究の内容紹介

水をかぶった後のブロッコリー圃場（江別 , 2019年）
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作物苗をポット栽培し、生育途中の5-10日間に、
根域過湿条件になるようビニルで細工し、作物の
バイオマス変化を追います。これにより、湿害が
起き得る過湿期間や、湿害が起きやすい生育段階
の割り出し、同品目内の耐湿性の品種間差をサー
ベイできます（左写真参照）。
ブロッコリーや加工用トマトで有効な手法でした。

過湿ポット栽培による野菜耐湿性サーベイの様子（2017-2020年）
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○社会実装への可能性
１．民間種苗会社や農業試験場などの新系統・品種の作物を育成している現場での、環境ストレス耐性系統の探索に。。

（水田転換畑で減収が甚だしいダイズ・コムギ・ソバなどの収量性向上や、耐湿性の弱い野菜品目の品種選定）
２．DFT（湛水型水耕栽培システム）へ適応する野菜品種を見いだすために。。

（低酸素環境になり易いDFT植物工場におけるローコストな根域ガス環境の設定）

○産業界や自治体等へのアピールポイント
今後も日本は、短期集中型降雨が多発する傾向が続くと言われています。暗渠やFOEAS施工による排水対策とと
もに、農作物側の耐湿性対策を進めることで、より安定的・持続的な農業生産が実現します。是非、本技術によ
る植物の環境ストレス評価法を使用して、湿気に強い作物の作出を試みてみましょう。

また、幼植物体を短期間、水耕溶液中に窒素をローディン
グして酸素分圧が低い状態とした水耕栽培システムで育成
し、溶存酸素量が豊富な対照区と比べて根系のデザイン
（長さ・太さ・分岐数など）やバイオマス量がどのように
変化しているのかを調査します（左写真参照）。これによ
り、根域低酸素耐性を有する品種を簡易にサーベイする試
みです。ダイズの場合、従来言われている「耐湿性」とこ
の「根域低酸素耐性」には密接な関係性が示唆されます。

多くの品種をこれらの方法でサーベイすると、過湿ポット
で栽培しても、バイオマスの減少が緩和される処理期間や
生育段階があったり、根域低酸素で栽培しても、むしろ
根っこを長く伸ばすような品種が現れたりと、今後の農作
物湿害を回避し得るような知見を多く見いだすことができ
ました。
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低酸素水耕システムによるダイズ耐湿性サーベイの様子
（2010-2015年）


